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12月定例会 １２月５日から１2日の８日間の日程で開催。
承認３件 ・ 議案５件が提案され、審議の結果、
原案のとおり可決した。

一般会計補正予算（第4号）

５億２２７６万円を増額
補正後の予算総額 ：１70億9685万円

予算増の 主なもの

北部九州新食肉センター(仮称)建設 ２億円（国庫補助金を交付するもの）

全町民への配布用新米の契約３件

１億３５７１万円

（専決処分を報告）

ふるさと応援基金管理 ・ 応援寄付金推進事務 1億円（ふるさと納税増に伴う増額）

農業共同利用施設機能強化促進事業 4999万円

GIGAスクールサーバー更新委託料 2769万円

四三嶋工業団地発生土処分工事

７４８０万円

（工事請負契約の締結）

　令
和
８
年
の
幕
開
け
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
議
会
活

動
に
対
し
ま
し
て
も
、多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
指
導
を
賜
り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
気
象
変
動
の
影
響
で
台
風
、
豪
雨
、

熱
波
が
世
界
的
に
多
発
し
、
自
然
災
害
に
よ
る

経
済
損
失
が
急
増
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
国
内
に
お
い
て
も
自
然
災
害
が
発
生

し
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
異
常
気
象
が

目
立
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
11
月
に
大
分
市
で
発
生
し
た
大
規
模

住
宅
火
災
は
、
強
風
の
影
響
も
あ
り
急
速
に

延
焼
し
、
山
林
や
離
島
ま
で
広
が
る
、
国
内

の
住
宅
火
災
と
し
て
は
、
最
大
級
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
に
は
青
森
県
東
方
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
が
起
き
、
八
戸
市
で
は
最
大

震
度
６
強
を
観
測
し
て
い
ま
す
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
は
、
今
や
死
語
と
な
り
、
今
日

の
気
候
変
動
の
影
響
は
、
い
つ
で
も
災
害
を

引
き
起
こ
す
状
況
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
町
で
は
防
災
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
し
、

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
全
戸
配
布
を
実
施
し
ま
し

た
。
災
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
議
会
は
こ
の
１
年
、
議
員
の
資
質
向

上
を
め
ざ
し
「
議
会
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
新
年
に
あ
た
り
、
心
機
一
転
さ
ら
に

議
会
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て

決
意
し
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
代
弁

者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
機
一
転
、議
会
活
動
に
邁
進…

今年もよろしくお願いします 筑前町議員一同

筑
前
町
議
会
議
長

　石
丸 

時
次
郎
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・ 「地産地消推進及び物価高騰支援事業」…全町民1人当たり5㎏の米配布

令和７年１２月定例会時に、議場において各委員会の委員長が活動報告をしました。
委員会の活動報告

総務建設常任委員会
　総務建設常任委員会では、多面的機能支払い交付金制
度に関するアンケート結果を踏まえ、施設維持に必要な交
付額上限２００万円の見直しを求め、県へ要望書を提出し
ました。県 ・ 国の担当部局との意見交換では、広域化事業
や長寿命化事業など他制度の活用提案も得られました。
　住民の声を基に要望を行い、国へも伝達されることと
なった今回の活動は、議会の役割を再確認する意義ある
取り組みとなりました。

文教厚生常任委員会
　文教厚生常任委員会は、町内小学校の授業や増築教室
の視察を通じて教育環境の現状を確認しました。また、み
やま市のバイオマス施設や大牟田市の紙おむつリサイク
ル工場などを視察し、資源循環や環境負荷低減の先進事
例を学びました。さらに熊本地震の震災ミュージアムでは
防災意識の重要性を再確認しました。
　教育 ・ 環境 ・ 防災の視点から得た知見を、今後の議会活
動に活かしてまいります。

一般会計補正予算（第3号）

1億4991万円を増額
補正後の予算総額 ：１65億7408万円

予算増の主なもの

・ 児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整理
（内容）保育所等の職員による虐待に関する通報義務等を創設 ・ 地域限定保育士制度
　　　を一般制度へ
・ 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
（内容）利用乳幼児の健康診査についての変更

条例の一部改正

・ 峯古野池浚渫工事請負変更契約
（変更前） １億７８２０万円 → （変更後） 1億7913万円

みねふる   の  いけしゅんせつ

・ 東小田小学校南側校舎外壁改修 ・ 屋上防水工事請負変更契約
（変更前） 8690万円 → （変更後） 8745万円
・ 難燃加工非常用リュック（防災リュック）…各世帯1個配布

報　　告

臨 時 会
１０月２９日の１日間の日程で開催。
承認３件 ・ 議案３件が提案され、審議の結果承認、
可決した。主な議案は、以下のとおり。

令和7年第4回10/29
（水）

議 決 結 果

議員名

地産地消推進及び物価高騰支援事業配布用新米購入契
約（その１）の締結
地産地消推進及び物価高騰支援事業配布用新米購入契
約（その２）の締結
地産地消推進及び物価高騰支援事業配布用新米購入契
約（その３）の締結
筑前町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

令和７年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）について
令和７年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補
正予算（第１号）について
工事請負契約の締結について（四三嶋工業団地発生土処
分工事）

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

平
田
　英
司

区
分

審
議
結
果

条
例

補
正
予
算

専
決

令和7年 第4回定例会

可
決

承
認

可
決

そ
の
他

可
決

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

議員名

峯古野池浚渫工事請負変更契約の締結

難燃加工非常用リュック購入契約の締結

東小田小学校南側校舎外壁改修・屋上防水工事請負変
更契約の締結

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　裕
明

河
内
　直
子

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

柳
　
　雅
明

石
橋
　里
美

木
村
　和
彦

原
田
　
　宏

原
口
　博
文

池
松
　和
彦

原
田
　邦
男

平
田
　英
司

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について
筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について
令和７年度筑前町一般会計補正予算（第３号）について

区
分

審
議
結
果

専
決

令和7年 第4回臨時会

承
認

条
例

可
決

可
決

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○○○○○○○

○○○ ○○○○欠○○○○○

○○○ ○○○○欠○○○○○

○○○ ○○○○欠○○○○○

○○○ ○○○○欠○○○○○

○○○ ○○○○欠○○○○○

令和７年度筑前町一般会計補正予算（第４号）について

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

補
正

予
算



6筑前議会だより（79号）筑前議会だより（79号）7

議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

１２月定例会ライブ配信
アクセス数 １７１件

各議員の
全内容は
録画配信で

一般質問通告書は、２月26日以降、ホームペー
ジで公開する予定です。支所窓口や議会事務局
でも配布しています。布しています。

令和8年3月定例会日程（予定）

3月2日（月）～3月13日（金）
3月4日（水）・5日（木）一般質問

3月9日（月）～11日（水）予算審査
特別委員会

※日程は変更になる場合があります

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 石橋　里美 議員　　　　　Ｐ12
・ 安心の就学へ「５歳児健康診査」に
　ついて
・ 利用しやすい公共施設について

◆ 山本　一洋 議員　　　　　　Ｐ9
・ これからのまちづくりについて
・ 発達が気になる子どもへの支援の
　あり方について

◆ 奥村　忠義 議員　　　　　Ｐ10
・ 災害に備えて
・ 学校教育について

◆ 柳　　雅明 議員　　　　　Ｐ11
・ 森林環境譲与税法について
・ 林業の持続的発展とはどのようなことが
　望ましいのか
・ 市町村はどのような形で森林を整備
　していくのか
・ 民間事業者へ経営管理実施権の委託
　について

◆ 河内　直子 議員　　　　　Ｐ13
・ 基幹産業である農業政策の再生に
　ついて

◆ 原口　博文 議員　　　　　Ｐ14
・ 安心、安全、住みよい町づくりについて

◆ 寺原　裕明 議員　　　　　Ｐ15
・ 子どもの健全な育成について

◆ 山本　久矢 議員　　　　　　Ｐ8
・ 通学時の安全対策は
・ 公共施設等のトイレは全ての人が利用
　できるのか

１２月議会定例会では、８名の議員が
一般質問を行い、町政全般の現状や方
針について報告・説明を求めました。

議会広報特別委員会

広報クリニック研修会

　議会広報特別委員会は、年４回発行の議会広報誌「うぐ
いす」の企画・編集を担当し町民の皆様へ議会情報をわか
りやすく伝えることを目的に活動しています。委員６名が協
力して内容検討や紙面編集を行い読みやすい広報誌づく
りに取り組んでいます。
　７７号では、みなみ幼稚園園児による田植えの様子を表
紙に掲載し、各常任委員会の視察内容や関係機関の説明
を紹介しました。７８号では、平和記念館での戦争と平和を
伝える活動・高校生議会・総務建設常任委員会による町施
設の現地確認・あなたの町のトピックスなど地域の話題を
掲載しました。また、８月・１１月に行われた全国及び県の広
報研修会に参加し、紙面デザインや表現方法に関する具体
的な助言を受け、広報誌づくりの重要な学びとなりました。
　今後は、町民の方にとってより理解しやすく身近に感じら
れる紙面づくりを進め、議会と町民の方をつなぐ架け橋と
して広報誌「うぐいす」をさらに改善していく方針です。

議会報告会のお知らせ
夜須地区 三輪地区

令和７年度

※今年度は2地区に分けて町民の皆さまと
　の意見交換を目的に開催します。
　多くのご出席をお待ちしています。

お問い合わせ ： 筑前町議会事務局　

☎0946-42-6622　

令和８年２月１日（日） １０時～
日 時

コスモスプラザ2階会議室
場 所

令和８年２月８日（日） １０時～
日 時

ちくぜん少年大使館
場 所
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山
本
　
中
学
生
の
自
転
車
通

学
時
に
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

こ
と
が
多
い
生
徒
が
あ
る

が
、自
転
車
の
安
全
点
検
に

点
検
・
指
導
は
行
っ
て
い
る

か
。

教
育
課
長
　
両
中
学
校
と
も
、

点
検
に
つ
い
て
は
ブ
レ
ー
キ
、ラ

イ
ト
等
に
つ
い
て
点
検
チェッ
ク

項
目
表
を
活
用
し
て
、生
徒
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
自
主
的
活
動
と

し
て
行
っ
て
い
る
。

高上地区の危険な交差点タブレットによる会議

通学時の安全教育は大事だ
教育活動を通じて行っている

こ
ど
も
課
長
　令
和
６
年
度

よ
り「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
。こ
ど
も
に
関
す
る
多

様
な
相
談
に
対
応
で
き
る
体

制
が
強
化
さ
れ
た
。

山
本
　
発
達
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
早
期
発
見 ・   

早
期
支
援
に
つ
な
が
る
今
後

の
考
え
は
。

こ
ど
も
課
長
　保
護
者
の
不

安
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、早
期

発
見
・
早
期
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
重
ね
る
。

山
本
　
早
期
療
育
に
つ
な
が

る
、専
門
機
関
の
体
制
強
化
の

必
要
性
は
。

こ
ど
も
課
長
　今
年
度
か
ら
、

プ
レ
療
育
体
験
事
業
を
開
始
。

し
か
し
、人
材
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。今
後
も
研
究
を
進
め

る
。

発達支援を必要とする子どもの支援を
重要性を認識し研究を進める

一
時
停
止
な
ぜ

　
　
止
ま
ら
な
い
危
険
だ

山
本
　
気
に
な
る
子
ど
も
た

ち
の
現
状
は
。

こ
ど
も
課
長
　心
身
の
発
達

面
で
支
援
を
要
す
る
児
童
に
つ

い
て
は
、健
診
で
の
指
摘
や
相

談
を
契
機
に
支
援
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

山
本
　
以
前
か
ら
、子
育
て

に
関
す
る
窓
口
を 一 

つ
に
す

る
よ
う
話
を
し
て
き
た
が
、

現
在
の
状
況
は
。

発
達
が
気
に
な
る

　
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て

山
本
　
今
日
ま
で
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
取
り
組
み
と

効
果
は
。

財
政
課
長

　庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
、ペー
パ
ー

レ
ス
化
を
推
進
し
て
い
る
。令

和
８
年
度
以
降
も
財
務
会
計

の
電
子
決
裁
導
入
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
、ペー
パ
ー
レ
ス
化
に

努
め
る
。

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
は

山
本
　
後
期
基
本
計
画
に
あ

る
、農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
方

向
性
は
。

農
林
商
工
課
長
　
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
に
よ
り
、農
作
業

を
効
率
化
と
省
力
化
す
る
こ

と
で
担
い
手
不
足
の
解
消
を

図
り
、今
後
も「
と
か
い
な
か
」

と
い
え
る
田
園
風
景
を
守
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て

山
本
　
役
場
本
庁
、総
合
支

所
内
に
障
が
い
の
あ
る
方
や

一
時
的
に
怪
我
を
さ
れ
た

方
々
が
利
用
で
き
る
多
目
的

ト
イ
レ
が
少
な
い
よ
う
に
思

う
が
。

財
政
課
長
　
平
成
６
年
に「
高

齢
者
、身
体
障
が
い
者
等
が
円

滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築

物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る

法
律（
旧
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
）」が

制
定
さ
れ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
が

法
制
化
さ
れ
て
い
る
。質
問
の

建
物
は
法
制
化
以
前
の
建
築

物
で
用
途
や
利
用
状
況
等
に

応
じ
て
設
置
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。本
年
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
準
改
正
が
あ
り
、今

後
、新
築
・
増
築
・
改
築
等
を

行
う
場
合
、急
速
な
高
齢
化

や
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
社
会
づ
く
り
に
向
け
、施
設

の
利
便
性
・
安
全
性
向
上
に
努

め
る
。

だ
れ
に
も
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
レ

議 員

やま もと かず ひろ

山本 一洋
議 員

やま もと ひさ や

山本 久矢

山
本
　
高
上
集
落
の
防
火
水

槽
付
近
か
ら
中
学
校
へ
の
途

中
で
一
時
停
止
の
標
識
が
あ

り
、守
ら
れ
て
い
な
い
が「
交

通
安
全
教
室
」は
行
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
課
長
　
交
通
安
全
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、「
交
通
安

全
教
室
」に
つ
い
て
は
、体
育
や

特
別
活
動
授
業
の
中
で
行
っ
て

い
る
。ま
た
、新
年
度
の
初
め
に

生
徒
全
員
を
対
象
と
し
た
警

察
等
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

を
実
施
し
て
い
る
。

　安
全
教
育
で
は
、危
険
な
状

況
を
適
切
に
判
断
し
、回
避
す

る
た
め
に
最
善
を
尽
く
そ
う

と
す
る「
主
体
的
に
行
動
す
る

態
度
」を
育
成
し
て
い
く
。

山
本
　
通
学
路
の
防
犯
灯
が

切
れ
て
い
る
所
が
あ
り
危
険

で
あ
る
。点
検
を
要
望
す
る
。

環
境
防
災
課
長
　
町
内
に
約

２
９
５
０
灯
程
度
の
防
犯
灯

が
あ
り
、現
状
を
職
員
で
全
て

把
握
し
て
お
ら
ず
、各
行
政
区

長
よ
り
連
絡
を
受
け
て
対
応

し
て
い
る
。
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議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

「森林の持続的発展」とは
経済林の選定や天然林の自然推移を見守る議 員

やなぎ まさ あき

柳  雅明

問
題
解
決
策
へ
の
一
歩

基
本
的
な
取
り
組
み

奥
村
　
地
震
、台
風
等
の
災

害
時
に
は
交
通
手
段
と
し
て

原
付
バ
イ
ク
が
便
利
で
は
。

環
境
防
災
課
長
　
災
害
に
よ

る
道
路
の
寸
断
や
土
砂
等
に

よ
る
、車
で
の
通
行
が
難
し
い

場
合
に
は
有
効
か
と
考
え
ら

れ
る
。状
況
に
応
じ
て
関
係
機

関
等
に
依
頼
す
る
こ
と
が
賢

明
な
対
応
だ
と
考
え
て
い
る
。

奥
村
　
関
係
機
関
と
は
。

環
境
防
災
課
長
　自
衛
隊
に

依
頼
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

奥
村
　
日
頃
か
ら
対
応
で
き

る
よ
う
に
災
害
対
策
委
員
会

を
設
置
し
て
は
。

町
長
　
非
常
事
態
に
備
え
て

職
員
の
役
割
は
決
め
て
い
る
。

副
町
長
・
環
境
防
災
課
長
と

は
常
に
連
絡
で
き
る
体
制
を

取
っ
て
お
り
、非
常
事
態
に
は
、

必
要
な
体
制
を
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

奥
村
　
ど
〜
ん
と
か
が
し
祭

や
防
災
訓
練
等
の
イ
ベ
ン
ト

で
非
常
食「
パ
ン・五
目
飯
等
」

を
販
売
し
て
は
。

環
境
防
災
課
長
　
販
売
は
難

し
い
。米
の
配
布
と
一
緒
に
防
災

リ
ュッ
ク
も
配
布
す
る
の
で
購

入
可
能
な
店
舗
に
つ
い
て
業
種

別
に
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
入

れ
て
い
る
。

災
害
に
備
え
て

非
常
食
の
販
売
は

奥
村
　
５
月
に
開
催
さ
れ
た

小
学
校
の
運
動
会
は
、地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
本
年

度
も
暑
い
中
で
行
わ
れ
た
。10

月
の
中
旬
以
降
に
変
更
で
き

な
い
か
。

教
育
課
長
　教
育
課
程
を
編

成
す
る
う
え
で
、学
校
と
保

護
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

学
校
行
事
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
。

教
育
長
　
教
育
活
動
、教
育

課
程
を
編
成
す
る
主
体
は
校

長
な
の
で
、学
校
の
意
見
を
尊

重
し
な
が
ら
議
論
し
て
い
く
。

奥
村
　
校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

の
学
び
の
中
で
の
成
果
と
、教

育
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
の
た
め

の
学
び
の
場
の
選
択
肢
に
な

る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

　学
校
は
集
団
の
中
で
自
分

を
知
っ
て
、自
分
を
高
め
、他

者
と
共
存
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
で
か
か
せ
な
い
人
間
の

関
係
づ
く
り
を
学
ぶ
、か
け
が

え
の
な
い
場
で
あ
る
。子
ど
も

た
ち
が
自
分
自
身
と
葛
藤
し
、

も
が
き
な
が
ら
進
も
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
何
よ
り
も
成
果
だ

と
捉
え
て
い
る
。

運
動
会
の
日
程
変
更
を

教
育
方
針
に
つ
い
て

災害時にはバイクが役立つのでは
関係機関の協力を得る 議 員

おく むら ただ よし

奥村 忠義

年
額
１
０
０
０
円
を
個
人
住
民

税
と
し
て
国
が
賦
課
す
る
森
林

環
境
税
。按
分
率
で
都
道
府

県
、市
町
村
に
交
付
。

森
林
環
境
譲
与
税

柳
　
林
業
の
持
続
的
発
展
の

望
ま
し
い
姿
と
は
。

農
林
商
工
課
長
　
森
林
の
保

育
・
間
伐
・
主
伐
・
再
造
林
を

計
画
的
に
実
施
す
る
体
制
と

環
境
が
肝
要
。他
方
、多
面
的

機
能
と
し
て
、土
砂
災
害
防

止
・
水
源
の
涵
養
・
生
物
多
様

性
の
保
全
な
ど
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
森
林
が
望
ま
し
い
。

　自
力
管
理
が
困
難
な
森
林

は
民
間
業
者
に
委
託
し
整
備

を
行
う
の
が
一
般
的
だ
が
、意

向
調
査
の
デ
ー
タ
を
基
に
点

在
す
る
個
人
の
森
林
を
集
約

し
、林
業
施
業
の
集
約
化
推
進

計
画
で
、所
有
者
や
事
業
者
が

策
定
す
る
森
林
経
営
計
画
への

取
り
組
み
の
方
向
性

柳
　
今
後
継
続
し
て
行
う
森

林
整
備
の
方
策
は
。

農
林
商
工
課
長
　
細
や
か
な

対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
サ
ー
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

　伐
採
で
収
益
が
上
が
る
経

済
林
選
定
調
査
は
今
後
も
継

続
し
て
行
い
、森
林
全
体
の
価

値
を
あ
げ
る
。

　天
然
林
は
人
の
手
が
加
わ

ら
な
い
自
然
の
力
だ
け
で
育
っ

た
森
林
で
、森
林
と
し
て
安
定

し
て
お
り
、自
然
な
推
移
に
任

せ
、維
持
し
て
い
く
。

編
入
を
案
内
し
、面
的
整
備

実
施
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、

望
ま
し
い
森
林
へ
と
変
貌
さ
せ

て
行
く
。

柳
　
日
本
は
国
土
の
68
％
が

森
林
。林
業
の
低
迷
で
全
国
的

に
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。

　
筑
前
町
の
森
林
面
積
は
２

２
０
０
ｈａ
。町
面
積
67
㎢
の

３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
人
工
林
面
積
は

１
４
０
０
ｈ
ａ
で
ヒ
ノ
キ・杉

を
主
体
と
し
た
木
材
が
植
林

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
林
業
の

低
迷
で
多
く
の
問
題
が
山
積

し
、全
国
的
な
問
題
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
国
は
、森
林
経
営
管
理
法

を
制
定
し
、森
林
環
境
税
を

創
設
し
、そ
の
資
金
を
森
林

環
境
譲
与
税
と
し
て
都
道
府

県
、市
町
村
に
配
分
す
る
仕

組
み
を
作
り
、森
林
整
備
を

進
め
て
い
る
。森
林
環
境
譲

与
税
の
配
分
は
適
切
な
の

か
。

農
林
商
工
課
長
　
森
林
面
積

に
重
点
を
置
き
、人
口
及
び
就

業
者
数
を
加
味
し
た
基
準
で

配
分
さ
れ
る
。逐
次
森
林
整
備

に
見
合
う
よ
う
に
改
正
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。森
林
整

備
と
関
係
な
い
部
分
で
の
利

用
な
ど
に
つ
い
て
は
、森
林
を

有
し
な
い
市
町
村
に
も
配
分

が
あ
る
。法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
以
上
、使
用
方
法
に
つ
い
て

の
制
限
は
で
き
な
い
。

　本
町
で
は
林
道
や
、木
材
の

搬
出
路
網
整
備
へ
の
補
助
や
、

林
業
振
興
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
契

約
な
ど
、森
林
サ
イ
ク
ル
の
安

定
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。
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議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

石
橋
　
切
れ
目
の
な
い
乳
幼

児
健
診
の
た
め
、５
歳
児
健

康
診
査
事
業
が
創
設
さ
れ
た

が
、町
は
５
歳
児
健
診
の
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長
　
導
入
の
目
的

は
、発
達
上
の
課
題
を
早
期
に

把
握
し
、小
学
校
入
学
前
に
家

庭
や
保
育
所
・
幼
稚
園
、教
育

機
関
と
連
携
し
て
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

早
い
時
期
に
家
庭
へ
の
助
言
を

行
い
、保
育
所
・
幼
稚
園
で
の

支
援
方
法
を
工
夫
し
、教
育
課

と
の
連
携
を
早
め
る
な
ど
の

対
応
が
可
能
と
な
る
。

石
橋
　
県
内
で
実
施
し
て
い

る
自
治
体
及
び
、他
の
自
治

体
と
情
報
交
換
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長
　
８
つ
の
自
治

体
が
実
施
。先
行
す
る
自
治
体

の
運
用
や
課
題
を
参
考
に
、本

町
で
の
実
施
方
法
や
体
制
の

あ
り
方
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

石
橋
　
本
町
に
お
け
る
導
入

に
あ
た
っ
て
の
課
題
及
び
、そ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
今
後

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

こ
ど
も
課
長
　医
師
や
心
理

士
等
の
専
門
職
の
確
保
、健
診

後
の
フォ
ロ
ー
アッ
プ
体
制
の
整

備
、発
達
支
援
を
担
う
医
療
機

関
な
ど
の
受
け
皿
不
足
が
課

題
で
あ
り
、導
入
実
施
に
向
け

段
階
的
に
検
討
し
て
い
く
。

石
橋
　
敬
老
館
と
福
祉
館
を

繋
ぐ
通
路
は
、ど
の
よ
う
な
経

緯
で
通
り
抜
け
禁
止
に
な
っ

た
の
か
。

福
祉
課
長
　
今
夏
、娯
楽
室
で

大
き
な
音
を
出
す
な
ど
の
不

適
切
な
行
為
や
、福
祉
ト
イ
レ

に
長
時
間
こ
も
っ
た
り
、受
付

を
通
ら
ず
入
館
す
る
な
ど
の

不
適
切
な
利
用
が
あ
り
、適
切

な
利
用
・
防
犯
対
策
の
た
め
通

り
抜
け
禁
止
と
し
た
。

石
橋
　
利
用
者
の
利
便
性
を

欠
く
こ
の
よ
う
な
状
況
は
早

急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
解

除
で
き
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
現
段
階
で
期
限

を
回
答
す
る
の
は
難
し
い
が
、

関
係
課
や
関
係
機
関
等
と
情

報
収
集
・
共
有
を
図
り
な
が

ら
、現
場
状
況
に
応
じ
て
判
断

し
て
い
く
。

敬老館と福祉館を繋ぐ通路

５歳児健康診査の実現を
導入実現に向けて段階的に検討する

河
内
　
農
林
水
産
省
の
農
業

経
営
統
計
調
査
の
資
料
で
は
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
等
に

よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

を
進
め
て
、農
業
所
得
の
向
上

を
後
押
し
す
る
と
い
う
が
、こ

れ
は
、個
々
の
農
家
が
持
つ
農

地
を
統
合
し
、大
規
模
な
農

地
と
し
て
運
用
す
る
も
の
で
、

農
地
所
有
者
に
農
地
の
差
し

出
し
を
求
め
、小
規
模
家
族

経
営
を
つ
ぶ
す
も
の
だ
。こ
う

し
た
農
政
の
下
で
、担
い
手
は

20
年
で
半
減
し
、70
歳
以
上
の

農
家
が
57
％
と
、離
農
者
は
増

え
続
け
て
い
る
。水
田
の
力
を

活
か
す
政
策
に
転
換
し
、食

料
自
給
率
を
農
業
政
策
の
柱

に
す
べ
き
で
は
。

農
林
商
工
課
長
　自
給
率
の

向
上
に
つ
い
て
は
、同
意
す
る
。

町
長
　
主
食
で
あ
る
米
だ
け

は
、せ
め
て
１
０
０
％
を
維
持

す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思

う
。国
策
を
巧
み
に
利
用
し
な

が
ら
も
、我
が
町
の
主
体
性
は

持
っ
て
お
く
べ
き
。平
坦
地
に
つ

い
て
は
ス
マ
ー
ト
農
業
等
々
、低

コ
ス
ト
化
を
徹
底
的
に
進
め
て

い
く
。と
同
時
に
、高
齢
者
と

か
兼
業
農
家
の
方
々
に
は
、小

さ
く
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
得

る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
る
。

こ
の
両
極
を
し
っ
か
り
育
て
て

い
く
こ
と
が
、筑
前
町
の
農
業

の
後
継
者
対
策
で
あ
り
、高
齢

者
対
策
で
あ
り
、兼
業
農
家
対

策
で
あ
る
と
考
え
る
。

河
内
　
お
米
の
高
騰・品
薄
へ

の
対
応
は
。

農
林
商
工
課
長
　米
の
高
騰
・

食料自給率を農業政策の柱にすべき
食料自給率は、国策としては 100％に近づけるべき

農
業
政
策
の

　
　
　
　
再
生
に
つ
い
て

品
薄
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、一

つ
の
自
治
体
だ
け
で
改
善
す
る

こ
と
は
不
可
能
。13
日
か
ら
お

米
を
配
布
す
る
が
、町
の
特
産

物
と
し
て
町
民
の
愛
着
と
誇

り
に
つ
な
が
り
、地
産
地
消
に

結
び
つ
き
、さ
ら
に
は
農
業
の

維
持
と
理
解
の
促
進
を
も
た

ら
す
と
考
え
て
い
る
。

河
内
　
世
界
の
流
れ
で
あ
る

家
族
農
業
を
応
援
す
る
農
政

へ
の
転
換
が
必
要
で
は
な
い

か
。

農
林
商
工
課
長
　小
規
模
の

農
家
で
あ
っ
て
も
、担
い
手
と
し

て
集
落
営
農
組
織
が
受
け
皿

と
な
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。今

後
も
営
農
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

町
長
　
自
分
の
居
住
区
近
接

に
農
地
が
あ
る
こ
と
山
が
あ
る

こ
と
、そ
れ
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
い
う
価
値
観
が
も
っ
と

も
っ
と
高
ま
り
、東
京
一
極
集

中
が
是
正
さ
れ
る
、そ
う
いっ

た
暮
ら
し
こ
そ
が
豊
か
な
ん

だ
と
農
業
以
外
の
人
た
ち
も

共
感
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

河
内
　
食
べ
た
く
て
も
食
べ

ら
れ
な
い
。食
料
支
援
制
度
の

確
立
は
急
務
で
あ
る
。創
設
の

方
向
で
の
検
討
を
お
願
い
す

る
。

安
心
の
就
学「
５
歳
児
健

康
診
査
」に
つ
い
て

利
用
し
や
す
い

　
　
公
共
施
設
に
つ
い
て

議 員

いし ばし さと み

石橋 里美
議 員

なおか わ ち こ

河内 直子
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議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
長
あ
い
さ
つ

12
月
定
例
会

臨
時
会・議
決
結
果

委
員
会
活
動

一
般
質
問

原
口
　
身
近
な
避
難
生
活
を

送
る
避
難
所
と
し
て
、住
み

慣
れ
た
地
域
の
公
民
館
等
の

耐
震
化
の
支
援
を
で
き
な
い

か
。

環
境
防
災
課
長
　自
主
防
災

組
織
等
の
共
助
に
よ
り
、公
民

館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。耐

震
化
に
つ
い
て
は
、宝
く
じ
を

財
源
と
す
る
コ
ミ
ュニ
ティ
セ
ン

タ
ー
助
成
事
業
や
筑
前
町
自

治
公
民
館
等
コ
ミ
ュニ
ティ
施

設
整
備
補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

原
口
　
梅
川
上
流
の
県
営
砂

防
ダ
ム
が
満
杯
と
な
り
、梅

川
及
び
農
業
水
路
に
土
砂
が

堆
積
し
、環
境
を
守
る
会
の

共
同
作
業
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
。ま
た
土
砂
災
害
の
危
険

性
も
高
い
。ダ
ム
の
土
砂
浚

渫
を
県
へ
強
く
要
望
を
。

町
長
　
県
砂
防
協
会
の
役
員

も
し
て
お
り
、実
施
に
向
け
て

努
力
す
る
よ
う
県
に
促
し
て
い

く
。

原
口
　
災
害
時
の
、み
な
し

仮
設
住
宅
と
し
て
、民
間
ア

パ
ー
ト
の
空
き
部
屋
を
利
用

で
き
る
協
定
を
結
ん
で
は
。

環
境
防
災
課
長
　
県
は
宅
地

建
物
取
引
協
会
等
と
民
間
賃

貸
住
宅
を
提
供
で
き
る
協
定

を
結
ん
で
い
る
。今
後
、宅
建

協
会
等
と
の
協
定
締
結
を
調

査
研
究
す
る
。

原
口
　
大
規
模
地
震
に
備
え

て
町
道
の
狭
い
区
間（
当
所
の

国
登
録
有
形
文
化
財
・
多
田

家
住
宅
付
近
な
ど
）の
拡
幅

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

建
設
課
長
　
道
路
拡
幅
に
は

用
地
確
保
が
困
難
で
は
あ
る

が
、重
要
な
避
難
経
路
と
な
る

た
め
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

原
口
　
集
落
内
の
事
業
者
か

ら
の
騒
音
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。騒
音
の
低
減
を
筑
前
町

環
境
基
本
条
例
に
よ
り
指
導

は
で
き
な
い
か
。

環
境
防
災
課
長
　
町
の
環
境

基
本
条
例
に
は
強
制
力
や
罰

則
規
定
が
な
い
た
め
、指
導
で

は
な
く
状
況
を
踏
ま
え
て
協

議
・
啓
発
を
行
い
た
い
。

地
震
に
強
い
町
づ
く
り
を

騒
音
対
策
に
つ
い
て

梅川上流の県営砂防ダム
満杯になり雑木も生えている

自治公民館等の耐震化の支援を
町の自治公民館等の整備補助金の活用を

寺
原
　
子
ど
も
の
権
利
条
例

が
制
定
さ
れ
た
意
義
と
、果

た
し
て
き
た
役
割
は
。

こ
ど
も
課
長
　
こ
ど
も
が
権

利
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、こ
ど
も
の
立
場
に
立
っ

た
支
援
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

寺
原
　
現
在
の
組
織
や
対
応

で
、円
滑
な
相
談
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
る
か
。

こ
ど
も
課
長
　
昨
年
度
か
ら

母
子
保
健
・
児
童
福
祉
機
能

を
併
せ
持
っ
た
、こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、幅
広
い

相
談
に
応
じ
て
い
る
。相
談
内

容
が
複
雑
化
し
て
お
り
、職
員

の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
る
。

子育て家庭への経済的支援を
財政面の調整をしながら、子育てに積極的に取り組んでいく

筑
前
町
子
ど
も
の
権
利

　条
例
の
意
義
と
役
割
は

寺
原
　
権
利
侵
害
が
あ
っ
た

場
合
、こ
ど
も
が
相
談
し
や
す

く
す
る
た
め
の
対
策
は
と
っ

て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長
　こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と

や
、園
・
学
校
・
地
域
と
の
連

携
を
深
め
、相
談
に
つ
な
が
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。ま
た
、本
年
度
は
町
内

の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
出

前
講
座
を
実
施
し
た
。相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
る
児
童
が
い

た
場
合
は
、個
別
に
対
応
し
て

い
る
。

寺
原
　
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、「
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
負
担
軽
減
や
育
児
手
当

な
ど
の
経
済
的
支
援
の
充
実
」

が
60
％
を
超
え
て
い
た
。ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

こ
ど
も
課
長
　
保
育
料
の
負

担
軽
減
及
び
生
計
同
一
世
帯

の
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を

無
償
と
す
る
な
ど
、町
独
自
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

　特
に
教
育

面
で
は
、予
算
の
優

先
配
当
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。町

内
各
学
校
に
ソ
ー

ラ
ー
、空
調
を
設
置

し
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を

作
っ
た
こ
と
と
併
せ

て
、給
食
の
自
校
方
式
も
取

り
入
れ
た
。ま
た
、町
独
自
で

指
導
主
事
を
置
い
て
い
る
こ

と
や
、英
検
の
受
験
料
を
無

料
と
す
る
な
ど
、教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。全
町
民
を
対

象
と
し
た
米
配
布
も
行
っ
て

き
た
。今
後
、他
の
自
治
体
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が

ら
、本
町
の
問
題
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

寺
原
　
子
育
て
家
庭
の
経
済

的
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な

る
よ
う
な
町
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

子
育
て
に
対
す
る
経
済
的

　
　支
援
の
取
り
組
み
は

土
砂
災
害
防
止
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

議 員

はら ぐち ひろ ふみ

原口 博文
議 員

ひろてら はら あき

寺原 裕明

相
談
し
や
す
く
す
る

　
　
　
　た
め
の
方
策
は
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最
近
、古
川
智
映
子
さ
ん
の
ラ
ジ
オ

版
随
筆「
負
け
な
い
人
生
」を
聴
い
て
い

ま
す
。

　
古
川
さ
ん
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ「
あ
さ

が
来
た
」の
原
案
と
な
る
小
説
を
執
筆

さ
れ
た
方
で
す
。夫
の
裏
切
り
、数
々
の

病
魔
と
の
闘
い
、貧
困
等「
七
転
八
起
」

な
ら
ぬ「
九
転
十
起
」の
波
乱
万
丈
の

人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。90
代

の
彼
女
は
自
ら
の
人
生
を
赤
裸
々
に
語

る
こ
と
で
、悩
ん
で
い
る
多
く
の
方
た
ち

に
限
り
な
い
勇
気
と
希
望
を
今
も
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
好
き
な
言
葉
に「
冬
は
必
ず
春

と
な
る
」と
あ
り
ま
す
。ど
ん
な
に
苦
難

の
時「
冬
」で
も
、必
ず
幸
福
な
時「
春
」

は
訪
れ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。皆
さ

ん
の
人
生
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
・・・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
石
橋
　
里
美
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
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会
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長

委 

員 

長
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員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
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委
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石
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池
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